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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
マルチチャネル通信システムにおいて、無線通信チャネル上のデータ伝送に対するレート
を決定するための方法であって、
　データ伝送に対して使用されるべき複数の伝送チャネルを識別し、
　伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて、伝
送チャネルに対する等価システムを定義し、ここで等価システムは、付加白色ガウス雑音
（ＡＷＧＮ）チャネル、および伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペク
トル効率を有していると定義され、
　等価システムに基づいて伝送チャネルに対するメトリックを導出し、
　メトリックに基づいてデータ伝送に対する特定のレートを決定する
ことを含む方法。
【請求項２】
さらに、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて伝送チャネルのグル
ープの平均スペクトル効率を決定することを含む、
請求項１記載の方法。
【請求項３】
さらに、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて、各伝送チャネルに
関するスペクトル効率を推定することを含み、そして
　ここで、伝送チャネルに関する平均スペクトル効率は伝送チャネルに関する推定された
スペクトル効率に基づいて決定される
請求項２記載の方法。
【請求項４】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、制約のあるスペクトル効率関数に基
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づいて推定される、請求項３記載の方法。
【請求項５】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、データ伝送に対して使用されるべき
変調方式に基づいてさらに推定される、請求項４記載の方法。
【請求項６】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、制約のないスペクトル効率関数に基
づいて推定される、請求項３記載の方法。
【請求項７】
ここで、メトリックを導出することは、
　等価システムに対する等価信号対雑音および干渉比（ＳＮＲ）を決定することを含む、
そして、ここで、メトリックは等価ＳＮＲに関係する、請求項２記載の方法。
【請求項８】
ここで、等価ＳＮＲは、各伝送チャネルに関するスペクトル効率を推定するために使用さ
れるスペクトル効率関数の逆関数に基づいて決定される、請求項７記載の方法。
【請求項９】
ここで、メトリックを導出することは、さらに、
　通信システム内の損失を考慮に入れるために、等価ＳＮＲを調整することを含み、そし
てここで、メトリックは調整された等価ＳＮＲに関係する、請求項７記載の方法。
【請求項１０】
さらに、データ伝送に対して使用するための特定の変調方式を決定することを含み、そし
てここで、等価システムはさらに変調方式に基づいて定義される、請求項１記載の方法。
【請求項１１】
さらに、通信システムによって特定のデータレートをサポートするために必要とされるＳ
ＮＲを決定することを含み、そしてここで特定のデータレートは、もしも必要とされるＳ
ＮＲがメトリックよりもより小さいかあるいは等しい場合は、伝送チャネルによってサポ
ートされると決定される、請求項１記載の方法。
【請求項１２】
ここで、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性は各伝送チャネルに対するＳＮ
Ｒを含む、請求項１記載の方法。
【請求項１３】
ここで、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性は、伝送チャネルに対する推定
された周波数応答および、推定された雑音分散を含む、請求項１記載の方法。
【請求項１４】
ここで、伝送チャネルは、周波数選択性フェージングを有するマルチパス無線通信チャネ
ルにおける周波数サブチャネルあるいは空間的サブチャネルあるいは両者である、請求項
１記載の方法。
【請求項１５】
ここで、マルチチャネル通信システムは多入力、多出力（ＭＩＭＯ）通信システムであり
、そして伝送チャネルは空間的サブチャネルに対応する、請求項１記載の方法。
【請求項１６】
ここで、マルチチャネル通信システムは、直交周波数分割マルチプレクス（ＯＦＤＭ）通
信システムであり、そして伝送チャネルは周波数サブチャネルに対応する、請求項１記載
の方法。
【請求項１７】
ここで、マルチチャネル通信システムは、直交周波数分割マルチプレクス（ＯＦＤＭ）を
使用する多入力、多出力（ＭＩＭＯ）通信システムであり、そして伝送チャネルは空間的
サブチャネルに関する周波数サブチャネルに対応する、請求項１記載の方法。
【請求項１８】
ここで、レートのセットはデータ伝送に対して利用可能であり、方法はさらに
　伝送チャネルによってサポートされる最高のレートを決定するために１個あるいはそれ
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以上の利用可能なレートの各々の数値を求めることを含む、請求項１記載の方法。
【請求項１９】
マルチチャネル通信システムにおいて、無線通信チャネル上へのデータ伝送に対するレー
トを決定するための方法であって、
　データ伝送に対して使用されるべき伝送チャネルに関するグループを識別し、
　各伝送チャネルに関する推定された信号対雑音および干渉比（ＳＮＲ）を取得し、
　伝送チャネルに対する推定されたＳＮＲに基づいて各伝送チャネルに関するスペクトル
効率を推定し、
　伝送チャネルに関する推定されたスペクトル効率に基づいて伝送チャネルのグループの
平均スペクトル効率を決定し、
　伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有する等価システ
ムに対する等価ＳＮＲを決定し、
　通信システムによって特定のデータレートをサポートするために必要とされるＳＮＲを
決定し、そして
　等価ＳＮＲおよび必要とされるＳＮＲに基づいて、データ伝送に対する特定のレートが
伝送チャネルによってサポートされるか否かを決定する
ことを含む方法。
【請求項２０】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、制約のないスペクトル効率関数に基
づいて推定される、請求項１９記載の方法。
【請求項２１】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、データ伝送に対して使用されるべき
変調方式に基づいてさらに推定される、請求項１９記載の方法。
【請求項２２】
ここで、マルチチャネル通信システムは、ＯＦＤＭを使用するＭＩＭＯ通信システムであ
る、請求項１９記載の方法。
【請求項２３】
マルチチャネル通信システムにおいて、無線通信チャネル上に送信されるべきデータスト
リームのセットに対するレートのセットを決定することに対する方法であって、
　各データストリームに対して使用されるべき伝送チャネルに関するグループを識別し、
　グループ内の伝送チャネルに関する、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性
に基づいて各伝送チャネルグループに対する等価システムを定義し、ここで各伝送チャネ
ルグループに対する等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）チャネルおよびグル
ープ内の伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有すると定
義され、
　組み合わせられた等価システムに基づいて各伝送チャネルグループに対するメトリック
を導出し、そして
　データストリームと組み合わせられたメトリックに基づいて各データストリームに対す
るレートを決定する
ことを含む方法。
【請求項２４】
さらに、
　１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて各伝送チャネルに関するス
ペクトル効率を推定し、そして
　伝送チャネルに関する推定されたスペクトル効率に基づいて各グループ内の伝送チャネ
ルに関する平均スペクトル効率を決定する、
ことを含む、請求項２３記載の方法。
【請求項２５】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、制約のない、あるいは制約のあるス
ペクトル効率関数に基づいて推定される、請求項２４記載の方法。
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【請求項２６】
さらに、各データストリームに対して、通信システムによって特定のレートをサポートす
るために必要とされるＳＮＲを決定することを含む、そしてここで、特定のレートは、も
しも必要とされるＳＮＲがデータストリームと組み合わせられたメトリックよりもより小
さいかあるいは等しい場合は、データストリームに対する伝送チャネルに関するグループ
によってサポートされると決定される、
請求項２３記載の方法。
【請求項２７】
ここで、マルチチャネル通信システムはＯＦＤＭを使用するＭＩＭＯ通信システムであり
、そして伝送チャネルは、空間的サブチャネルに関する周波数サブチャネルに対応する、
請求項２３記載の方法。
【請求項２８】
ここで、各データストリームは、それぞれの送信アンテナ上に送信され、そして各送信チ
ャネルグループは１個の送信アンテナに対するすべての周波数サブチャネルを含む、請求
項２７記載の方法。
【請求項２９】
データ伝送に対して使用されるべき複数の伝送チャネルを識別し、
　伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて伝送
チャネルに対する等価システムを定義し、ここで、等価システムは付加白色ガウス雑音（
ＡＷＧＮ）チャネルおよび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル
効率を有すると定義され、
　等価システムに基づいて伝送チャネルに対するメトリックを導出し、そして
　メトリックに基づいてデータ伝送に対する特定のレートを決定する
ための、ディジタル情報を理解する能力を有するディジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ
）と通信的に結合されたメモリ。
【請求項３０】
ここで、ＤＳＰＤはさらに、
　１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて各伝送チャネルに関するス
ペクトル効率を推定し、そして
　伝送チャネルに関する推定されたスペクトル効率に基づいて、伝送チャネルのグループ
の平均スペクトル効率を決定するためのディジタル情報を理解する能力を有する
請求項２９記載のメモリ。
【請求項３１】
マルチチャネル通信システムにおける受信機であって、
　複数の伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の特性の推定を導出する能力を有す
るチャネル推定器と、そして
　　伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて
　等価システムを定義し、ここで、等価システムは、付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）チ
ャネルおよび、伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有す
ると定義され、
　　等価システムに基づいて伝送チャネルに対するメトリックを導出し、そして
　　メトリックに基づいてデータ伝送に対する特定のレートを決定する
　能力を有するレート選択器
を含む、受信機ユニット。
【請求項３２】
ここで、レート選択器はさらに、
　１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて各伝送チャネルに関するス
ペクトル効率を推定し、そして
　伝送チャネルに関する推定されたスペクトル効率に基づいて伝送チャネルのグループの
平均スペクトル効率を決定する能力を有する、
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請求項３１記載の受信機ユニット。
【請求項３３】
ここで、各伝送チャネルに関するスペクトル効率は、制約のある、あるいは制約のない、
チャネルスペクトル効率関数に基づいて推定される、請求項３２記載の受信機ユニット。
【請求項３４】
さらに、各伝送チャネルに関するスペクトル効率を推定するために使用される関数に対す
る１個あるいはそれ以上の表を記憶するために配置されたメモリを含む、請求項３２記載
の受信機ユニット。
【請求項３５】
さらに、特定のレートを含む帰還情報を与える能力を有する制御器を含む、請求項３１記
載の受信機ユニット。
【請求項３６】
マルチチャネル通信システムにおける装置であって、
　データ伝送に対して使用されるべき複数の伝送チャネルを識別するための手段と、
　伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて等価
システムを定義するための手段と、ここで等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ
）チャネルおよび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有
すると定義され、
　等価システムに基づいて伝送チャネルに対するメトリックを導出するための手段と、そ
して
　メトリックに基づいてデータ伝送に対する特定のレートを決定するための手段と
を含む装置。
【請求項３７】
さらに、１個あるいはそれ以上の推定されたチャネル特性に基づいて、各伝送チャネルに
関するスペクトル効率を推定するための手段と、そして
　伝送チャネルに関する推定されたスペクトル効率に基づいて、伝送チャネルのグループ
の平均スペクトル効率を決定するための手段とを含む
請求項３６記載の受信機装置。
【請求項３８】
さらに、各伝送に関するスペクトル効率を推定するために使用される関数に対する、１個
あるいはそれ以上の表を記憶するための手段を含む、請求項３７記載の受信機装置。
【請求項３９】
マルチチャネル通信システムにおける送信機ユニットであって、
　無線通信チャネルにおいて複数の伝送チャネル上へのデータ伝送に対して使用するレー
トを識別する能力を有する制御器と、ここでレートは伝送チャネルに関する１個あるいは
それ以上の推定されたチャネル特性に基づいて伝送チャネルに対して定義された、等価シ
ステムに基づいて決定されており、ここで等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ
）チャネルおよび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有
すると定義され、
　符号化されたデータを与えるために、特定の符号化方式に従って識別されたレートで与
えられたデータを符号化する能力を有する送信データ処理装置と、そして
　変調されたデータを与えるために、特定の変調方式に従って符号化されたデータを変調
する能力を有する変調器と
を含む送信機ユニット。
【請求項４０】
さらに、変調されたデータに対する少なくとも１個の変調された信号を発生する能力を有
する送信機を含む請求項３９記載の送信機ユニット。
【請求項４１】
ここで、マルチチャネル通信システムは、ＯＦＤＭを使用するＭＩＭＯ通信システムであ
り、そして伝送チャネルは空間的サブチャネルに関する周波数サブチャネルに対応する、
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請求項３９の送信機ユニット。
【請求項４２】
無線通信システムにおける装置であって、
　無線通信チャネル内の複数の伝送チャネル上へのデータ伝送に対して使用するためのレ
ートを識別するための手段と、ここでレートは伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以
上の推定されたチャネル特性に基づいて、伝送チャネルに対して定義された等価システム
に基づいて決定されており、ここで等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）チャ
ネルおよび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有すると
定義され、
　符号化されたデータを与えるために、特定の符号化方式に従って識別されたレートで与
えられたデータを符号化するための手段と、
　変調されたデータを与えるために、特定の変調方式に従って符号化されたデータを変調
するための手段とを含む装置。
【請求項４３】
マルチチャネル通信システムにおける送信機ユニットであって、
　無線通信チャネル上に送信されるべきデータストリームのセットに対するレートのセッ
トを識別する能力を有する制御器と、ここで各データストリームに対するレートは、デー
タストリームに対して使用される伝送チャネルに関するグループに対して定義された等価
システムに基づいて決定されており、そしてここで、各伝送チャネルグループに対する等
価システムは、グループ内の伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の推定されたチ
ャネル特性に基づいて定義されており、ここで等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷ
ＧＮ）チャネルおよび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率
を有すると定義され、
　対応する符号化されたデータストリームを与えるために、データストリームに対して選
択された符号化方式に従って識別されたレートで与えられた各データストリームを符号化
する能力を有する少なくとも１個の送信データ処理装置と、そして
　対応する変調ストリームを与えるために、データストリームに対して選択された変調方
式に従って各符号化されたデータストリームを変調する能力を有する少なくとも１個の変
調器とを含む送信機ユニット。
【請求項４４】
マルチチャネル通信システムであって、
　複数の伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の特性の推定を導出する能力を有す
るチャネル推定器と、そして
　伝送チャネルに関する１個あるいはそれ以上の、推定されたチャネル特性に基づいて等
価システムを定義し、ここで等価システムは付加白色ガウス雑音（ＡＷＧＮ）チャネルお
よび伝送チャネルに関する平均スペクトル効率に等しいスペクトル効率を有すると定義さ
れ、等価システムに基づいて伝送チャネルに対するメトリックを導出し、そしてメトリッ
クに基づいてデータ伝送に対する特定のレートを決定する能力を有するレート選択器とを
含む受信機ユニットと、そして
　符号化されたデータを与えるために符号化方式に従って決定されたレートで与えられた
データを符号化する能力を有する少なくとも１個の送信データ処理装置と、そして
　変調されたデータを与えるために変調方式に従って符号化されたデータを変調する能力
を有する少なくとも１個の変調器とを含む送信機ユニットと
を含むシステム。
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